	年月日
	区分
	記事

	2005/05末
	
	経営難の為に閉園。従業員ら５人で世話

	2006/08/17
	
	中国新聞に50種100匹の里親募集(無料譲渡)の広告を出す(27日まで)

	2006/09/17
	【ＡＡの動き】


	広告を知ったＡＡが里親と称しＤＰから9頭を搬送
広島ＤＰレスキュー開始

	2006/09/20
	【ＡＡの動き】
	同様に5頭を大阪に搬送

	2006/09/20
	【ＡＡの動き】
	同様に4頭を大阪に搬送

	2006/09/26
	【ＡＡの動き】


	ＡＡがマスコミ・行政・警察と同行しＤＰ入り。19頭を大阪へ搬送（ここまで合計37頭を大阪に搬送）
広島市の調査で犬480頭の大半が栄養失調などの体調不良と判明

	2006/09/27
	【ＡＡの動き】


	広島支部長のブログで455頭の犬の所有権を武田氏より譲渡。
「多くの命が産まれ死んでします。ほとんどのジャックラッセルが妊娠しています。」「全頭避妊・去勢・ワクチン投与・狂犬病・畜犬登録・加療後譲渡します。」とアナウンス

	2006/10/05
	【ＡＡの動き】


	広島支部長ブログ「明確な頭数把握・管理は行っております。」のアナウンス

	2006/10/06
	【ＡＡの動き】
	ＤＰ内に埋められていた犬の遺体が発見される

	2006/10/08
	【ＡＡの動き】
	ＡＡ日誌「ぱーく内のワン達の頭数は毎日常駐スタッフが確認しております。

大阪より4㌧トラックが着く。子犬と妊娠犬が消える。

	2006/10/21～22
	【ＡＡの動き】
	譲渡会開催(22日まで)譲渡の基準が不明瞭だったり、ホスト宅で落ち着いていた犬を無理矢理広島に連れ戻したりなど後々の疑惑の発端となる。
代表京都府の40代女性と登録用紙のことでもめて小指を骨折させる。傷害事件として起訴される。

	2006/10/27
	【ＡＡの動き】
	10/25時点の支援金 54,518,925円とＡＡがＨＰで発表

	2006/10/30
	【名称詐称】
	大阪市動物管理センターはＡＡに対し名刺の使用中止を通告

	2006/11/07
	【ＡＡの動き】


	女優川島なお美ボランティアとして活動に参加
多数のパピー確認と川島氏のブログで発表

	2006/11/14
	【ＡＡの動き】


	女優杉本彩が現地訪問、芸能関係者から募った多額の募金もする。ＡＡ会計報告未記載

	2006/11/21
	【ＡＡの動き】


	ＡＡの大阪事務所閉鎖。大阪スタッフと意見の相違から、代表がスタッフを首にする。

	2006/11/25
	【ＡＡの動き】


	11/25時点の支援金 59,110,986円とＡＡがＨＰで発表
ＡＡのＨＰ上では医療費が膨らむ赤字増加の記載あり

	2006/12/11
	【ＡＡの動き】


	ＤＰ跡地にてＡＡ代表とスタッフによる合同記者会見
医療費の領収書公開を約束するも、反古にする。
大前コーポレーションから撤退を余儀なくされていると発表。しかし大前氏側からは、年内撤退は林氏からの申し入れ。強制した覚えはないと供述。

支援金を6200万円と報告。

	2006/12/16
	【ＡＡの動き】
【豊中所有権裁判】
	ＤＰ内でＡＡスタッフとボランティアとの傷害事件発生
大阪のSTAND-BYに18頭の犬が移送される。
ＤＰの犬10頭

	2006/12/17

	【豊中所有権裁判】
	ＤＰの犬さらに7頭スタンバイに搬入。ＤＰ以外の犬1頭搬入。（合計18頭スタンバイに搬入）

	2006/12/21
	【ＡＡの動き】
	ＡＡが撤収記者会見を実施
広島より強行に撤退する。物資を大量に持ち帰る。

	2007/01/01
	
	中国新聞、ＡＡの支援金は1億円以上と報道
ボランティアがやったので分からないとの代表の回答

	2007/01/09
	【支援金返還裁判】
	ＡＡ側による根拠のない条件付き支援金返還案内をＨＰで発表。未返還のケース続出
後で、9／26以前の募金は組み戻さないと条件をくわえる。しかし、返却した人もあり。一貫性無し。

１／９から１／２５と一方的に期間を区切る

	2007/01/25
	【名称詐称】
	大阪動物管理センターはＡＡの登録申請を却下の通知

	2007/01/26
	【豊中所有権裁判】
	犬の仮差押え。「タッキー・つばさ・アルフ・ばっちゃん」の4頭の犬が執行官によりＡＡのもとに連れ去られる。

	2007/01/30
	【支援金返還裁判】
	青森県の鎌田と横浜の主婦2名。広島西警察署に支援金返還の要望書を提出
ひろしまドッグぱーく被害者の会発足

	2007/02/01
	【名称詐称】
	大阪市動物管理センターはＡＡのサイトの「大阪市認容団体第１号について」の記事の削除要請通告

	2007/02/03　
	【支援金返還裁判】
	原告をネット上で募集開始

	2007/02/12
	【豊中所有権裁判】
	ＡＡより大阪地裁へ18頭の返還を求めた所有権請求訴状提出 

	2007/02/13
	【ブルセラ】
【豊中所有権裁判】
	ＡＡブルセラ現場に初めて立ち入り

ＡＡ、豊中所有権裁判訴状提出。１８頭の犬の弁済金として380万円要求

	2007/02/17
	【ブルセラ】
	ＡＡまたたび獣医師団とともに介入開始ワンライフ撤退

	2007/02/21
	【ブルセラ】
	国会議員藤野真紀子氏ブルセラ現場を視察

	2007/02/21
	【支援金返還裁判】
	大阪地裁に第１次集団民事訴訟　提訴１９名

	2007/02/26
	【ブルセラ】
	大阪府陽性犬の殺処分決定

	2007/02/27
	【ブルセラ】

【支援金返還裁判】
【高島関連】
	大阪府和泉市ブルセラ症発生繁殖場で、ＡＡや「またたび獣医師団」等が実力行使、大阪府は陽性犬の殺処分を中止
ＡＡ本部事務所でＤＰ終了会見と口頭での会計報告。弁護士・税理士同席する。
収入総額は1億3千358万円。1億円余りは今も使われずに残っている。
内訳提示せず医療費は488万円。シェルター募金が6000万円と虚言。
すでに土地を購入していたが公表せず

	2007/03/07
	【ブルセラ】
	第1回　ブルセラ審尋

	2007/03/10
	
	ＤＰ跡地にてボランティア有志による追悼慰霊祭。ＡＡ側の参加無し

	2007/03/1４
	【ＡＡの動き】
	ＡＡのＨＰ上で疑惑だらけだった会計報告をＵＰ。ＤＰ支出報告によると、06年10月に使った犬の医療費わずかに84，732円。同年9月から１０月の募金収入0円など。あらゆる状況から、ありえない報告をする。

	2007/03/1５
	【豊中所有権裁判】
	第1回　裁判　口頭弁論非公開　

	2007/03/19
	【ブルセラ】
	第2回　ブルセラ審尋

	2007/03/21
	【ブルセラ】
	大阪府警　陽性犬を羽曳野に移動

	2007/03/24
	【支援金返還裁判】
	大方伸之介氏、被害者の会世話人として突然名乗りを上げる。運営部・裁判部で運営決行。会費を徴収しはじめる。

ほとんどの原告は何も知らせられないうちの行動。

	2007/03/26
	【ブルセラ】
	第３回　ブルセラ審尋

	2007/04/01
	【支援金返還裁判】
	原告の会ＨＰ立ち上げ
被害者の会より原告離脱

	2007/04/04
	【ブルセラ】
	第4回　ブルセラ審尋

	2007/04/12
	【豊中所有権裁判】
	リハウスプロジェクトとしての活動は全て停止

	2007/04/13
	【ブルセラ】
	ブルセラ審尋　ＡＡ申立を却下。陽性犬処分を決定

	2007/04/16
	【支援金返還裁判】
	大阪地裁に第２次集団民事訴訟　提訴１９名
原告総数38名になる。

	2007/04/20
	【支援金返還裁判】
	第1回　大阪地裁　支援金返還請求裁判

	2007/04/26
	【豊中所有権裁判】
	第2回　裁判 「アークエンジェルズから提出された証拠書類（定款）に関しては全て再提出」 不備、不足が並んでいるため書面として形を成していないと判断

	2007/04/28
	【ブルセラ】
	大阪府　陽性犬119頭を殺処分
その後さらに2頭陽性犬発覚。追加処分。

	2007/05/28
	【豊中所有権裁判】
	ＡＡの書類不備のため裁判進行せず　非公開

	2007/05/01
	【マルチ商法】
	聴覚障害者狙ったマルチ商法「ヴィヴ」関連報道始まる

	2007/06/01
	【支援金返還裁判】
	第２回　大阪地裁　支援金返還請求裁判

	2007/06/13
	【支援金返還裁判】
	被害者の会突然のＨＰ閉鎖。世話人大方氏より被害者の会解散宣言

大方氏原告をおりる。他2名返金により原告おりる

原告数35名になる。

	2007/06/19
	【豊中所有権裁判】
	ＡＡ総会の議事録不備　場所とか、時間とかの明記無しのため再々度差し戻し。総会を開く時「正会員」への通知無し。３／２０に定款変更あり

	2007/07/01
	【ＡＡの動き】
	ＡＡより、鎌田に「ＡＡ正会員除名についての弁明通知」が届く。鎌田7／7内容証明で「ＡＡ正会員除名に関わる弁明書および質問書」出すも回答無し。

その後豊中裁判で、総会・理事会等も開いていないことを代表自ら弁論。定款が絵に描いた餅である事が判明。

	2007/07/10

	【名称差し止め裁判】
	提訴　 ＡＲＫより名称差し止め裁判

	2007/07/20
	【支援金返還裁判】
	第3回　大阪地裁　支援金返還請求裁判

AAの2口座調査嘱託へ

	2007/07/24
	【豊中所有権裁判】
	次回期日決定　非公開

	2007/08/01
	【ＡＡの動き】
	場所・頭数非公開でレスキュー開始（神戸疥癬犬）＜高島シェルターへ＞ 
疥癬犬レスキュー捏造の噂。疥癬犬は既に処分され、他のブリーダーから持ち込んできたとの書き込みが２ｃｈに頻繁になされる。

	2007/08/03　
	【ＢＲＣ】
	ＢＲＣ判定。朝日放送「ムーブ」の取材に違法性は無く、ＡＡの訴えは完全却下 

	2007/08/22
	【ＡＡの動き】
	滋賀レスキュー公表＜高島シェルターへ
しかし、そのレスキューをしたということは、全く確認できていない。実態不明。

	2007/08/24
	【ＡＡの動き】
	ＡＡの事務所にいたデール・ライブ・ティム3頭の犬が相次いで原因不明の多臓器不全で亡くなる。

	2007/09/09
	【ＡＡの動き】
	獣医師広報板管理人川村氏より「９／７産経新聞記事」について公開質問状を出されるもその後回答無し

	2007/09/10
	【名称差し止め裁判】
	第1回　裁判　　ＡＲＫより名称差し止めの

	2007/09/19

	【高島関連】
	ＡＡと地元住民との話し合い

尿は地下浸透の回答に住民騒然となる。

	2007/09/19
	【支援金返還裁判】
	調査嘱託回答書に基づく分析資料をＨＰで公開。1億円に近い使途不明金が判明。

	2007/09/21
	【支援金返還裁判】
	第4回　大阪地裁　支援金返還請求裁判

原告の会調査嘱託回答書分析結果を証拠資料として提出。新たなる17口座6文書の求釈明要求　

	2007/10/01
	【豊中所有権裁判】
	原告側　藤井副代表の口頭弁論

林代表の口頭弁論

定款はお飾り、総会をいちども開いたことがないことを証言

	2007/10/05
	【豊中所有権裁判】
	保全中のビーグル犬つばさがＡＡの事務所から失踪。



	2007/10/06～08
	【高島関連】
	３日間にわたるＡＡと高島市民との深夜の攻防。犬の搬入阻止。市長自ら座り込み

	2007/10/11
	【高島関連】
	ＡＡ代表が話し合い提案、住民側はバリケード一時撤去

	2007/10/15
	【豊中所有権裁判】
	被告側
川北氏口頭弁論

	2007/10/21
	【高島関連】
	ＡＡ　３回目の話し合いで地元代表者に道理の通らぬ回答
ずさんな運営計画・建設計画が露呈する。

	2007/11/01
	【高島関連】
	AAよりの質問状に対する回答書

	2007/11/06
	【高島関連】
	ＡＡ　4回目の話し合い

	2007/11/07
	【高島関連】
	AAよりの質問状に対する2回目の回答書

	2007/11/12
	【豊中所有権裁判】
	双方新たな主張なく結審

	2007/11/16
	【支援金返還裁判】
	第4回　大阪地裁　支援金返還請求裁判

ＡＡ全面新たなる口座等の公開拒否

	2007/11/25
	【ＡＡの動き】
	AAHP上で高島に搬入予定は１２／９とアナウンス。

	2007/11/27
	【ＡＡの動き】
【高島関連】
	ＡＡ犬を強行搬入

AAと第６回目の対話集会

	2007/12/09
	【ＡＡの動き】
【高島関連】
	ＡＡ開所式及び譲渡会

進出反対デモ３６０人参加

	2007/12/10


	【名称差し止め裁判】
	第２回　裁判　　弁論陳述準備

	2007/12/21
	【支援金返還裁判】
	第6回　裁判　１１：３０～808号法廷
原告より申し出ていた１７口座６文書の調査嘱託を採用する。

	2007/12/27
	【豊中所有権裁判】
	判決
「原告の訴えをいずれも却下する。

裁判費用は原告の負担とする」

「当該団体が『法人でない社団』に該当せず、

訴訟を行うための当事者適格がない」

という理由

	2008/01/09
	【豊中所有権裁判】
	AA高等裁判所に控訴

	2008/01/20


	【高島関連】
	進出反対キャンペーン看板設置傷害事件発生。

AAは威力業務妨害で地域住民を告訴。

地域住民と被害女性は傷害でAAを告訴

	2008/01/28


	【名称差し止め裁判】
	第３回　裁判　　弁論陳述準備

	2008/02/08
	【支援金返還裁判】
	第７回　裁判　１０：００～ 808号法廷
新たにAAの5口座が判明。被告代理人は、つじつまの合わぬ答弁を繰り返す。
「薬事法違反」で大阪地検特捜部に告訴

	2008/02/19


	【支援金返還裁判】
	弘前警察署に林俊彦氏並びに被告訴人不詳を、鎌田まりみに対する名誉毀損・威力業務妨害・軽犯罪法違反で告訴状を提出

	2008/03/24
	【名称差し止め裁判】
	第4回　裁判　　弁論陳述準備

	2008/03/28
	【支援金返還裁判】
	第8回　裁判　１０：３０～ 808号法廷
原告による調査嘱託に対し、被告は拒否、その理由として個人財産の開示に当たると、今まで団体と称していたのに論理の成り立たない主張をする。ＤＰの支援金は個人財産としたと公に認めた。

	2008/04/15


	【豊中所有権裁判】
	１４頭のすでに里親の元にいっている犬に関しては、和解成立。ＡＡ個人名での控訴取り下げは不可能（第２回民事部進行協議室）

	2008/05/08
	【名称差し止め裁判】
	第５回　裁判　　口頭弁論

	2008/05/23
	【支援金返還裁判】
	被告の５口座のさらなる調査嘱託が必要であるという主張を受け、被告に対し「ひろしまDPの支援金」の支出の明細を明確に提出することを求め、その期日を２００８年７月１８日までと定めた。被告はこれに応じると答えた。すでに２００７年３月１４日で広島DPの会計報告はマスコミとネットを通じて公開されており、支援金がどのように使われたか被告の回答が待たれる。
また、２／８に告発した「薬事法違反」について事件番号４５３６として捜査が開始されていることが地検に出向いた時に伝えられた。大きな進展である。



	2008/05/23
	【豊中所有権裁判】
	裁判が中止

	2008/06/04
	【豊中所有権裁判】
	和解勧告

	2008/06/13
	【名称差し止め裁判】
	第６回　裁判　　和解案の検討

	2008/07/08
	【豊中所有権裁判】
	和解成立。判決通りに裁判費用は林氏が支払う。今後一切川北氏は裁判でＡＡが団体ではないとか、定款などについて主張しない。林・川北個人双方で所有権について争う。里親に出た犬については不問。今後争わない。

	2008/07/11
	【名称差し止め裁判】
	第７回　裁判　　和解案の検討

	2008/07/20
	【ＡＡの動き】
	ＡＡの愛知支部。ドッグラン＆カフェＷＥｓがオープン

	2008/07/22


	【名称差し止め裁判】
	第８回　裁判　和解案の検討　　決裂

	2008/07/25
	【支援金返還裁判】
	被告からは準備書面(７)が提出され、その内容は乙１乃至５に示されているが、今回被告はこの会計報告書が、正しい会計報告であったと明言した。つまり、１億３千万円以上の寄付金を集めながらＤＰの支出はたった１６００万円であると公に認めたことになる。今まで３回の会計報告をしながら、それらは全て嘘の報告であったと自ら認めたことは大きい。原告は調査嘱託を求めたが、被告に現資料の提出を求めることにより、その会計報告の真偽を確認することになった。

	2008/08/01
	【名称差し止め裁判】
	第９回　裁判　口頭弁論

	2008/8/19


	【名称差し止め裁判】
	第１０回　裁判　口頭弁論

次回は原告・被告の口頭弁論　期日は未定１２月ころ

１０月末よりオリバー氏訪欧のため

	2008/08/25
	【豊中所有権裁判】
	林俊彦個人としてあらそう第１回裁判。

	2008/09/01
	【ＡＡの動き】
	浄化槽の工事を始める、３日くらいで完成予定
浸透ますが使用不能の模様

	2008/09/05
	【支援金返還裁判】
	第１１回　裁判

原告の主張は
１．被告は会計報告を二転三転させており、信憑性がないこと
２．被告準備書面８の現金支払いが調査嘱託と照らし合わせると二重三重払いになっていること
３．現金払いをする出金の形跡が２口座から見られないこと。５００万円の出金の出所を明確にすること
４．ＴＫＣの会計報告には実績証明書を添付すること
等をもとめたが、被告代理人は裁判所の再三のひろしまＤＰの支出の明細並びに原資料の提出をもとめられているにもかかわらず、段ボール箱数箱にも及ぶ資料が整理されていないこと、被告代理人は整理する気がないこと、ＤＰの収支と一般収支が明確に分類できないこと、その資料の閲覧は特定者にしかできないことを主張した

	2008/09/16
	【ＡＡの動き】

	【福岡レスキュー】ペットショップより、５１頭の犬を連れ出す。請求書１０９万円オーナーに請求が後日ばれる。

	2008/10/19　　
	【高島関連】
	【AA進出反対期成同盟】9/16の病犬大規模持ち込みへの反対デモに市長始め地元民３５０名の参加

	2008/10/24
	【支援金返還裁判】
	第１２回　裁判被告は、前回裁判官に「この個人情報がしっかりとのっている仕訳帳で証拠は十分たりるはずだ。」といってチラ見させていたその仕訳帳を数個の段ボール詰めになっているという原資料の代わりに出してきた。
被告代理人は再三にわたる書類の未提出について裁判から注意勧告をうける。
その証拠書類なる仕訳帳を見ると、原告自身の入金や項目が書き換えられている部分か多々あったり、3000万円の高額出金が「短期貸付金｝となっていたり、より支援金の私物化が顕著に表れるものであり、さらにＡＡの支援金の取り扱いが不明瞭であるという印象を強くする資料の提出となった。
しかも、前回2000万円を超えるひろしまＤＰの支出があると強弁しながら、今回は581万1970円と修正してきた。

	2008/12/01
	【名称差し止め裁判】
	原告、被告口頭尋問

	2008/12/12
	【支援金返還請求裁判】
	第１３回裁判　１１：００～　８０８号法廷
原告からは提出した各申立書の提出の趣旨説明を行う。証拠書面甲３３号証から導き出された貸借対照表から証明できるのは、被告提出の総合仕訳帳が不備なため、従来の正規な試算表にならない。つまり個人に隠匿された不明瞭なお金が多数存在することになる。従ってこの総合仕訳帳が証拠能力があるかどうかをはかるため、ＴKＣ本部へ貸借対照表並びに総勘定元帳の文書提出申立書を要求する。被告代理人からも「（ＴＫＣ本部にあるなら）もらえばいい。」と発言がある。
被告からは、前回出された証拠書面乙１２号証について、閲覧を原告代理人に許可しているのにもかかわらず、見に来ないのはなぜかと質問。原告の申し立ては却下されず、他にも求釈明を求めている事項とともに被告は１／１９まで回答することになった。

	2009/02/06
	【支援金返還請求裁判】
	第１４回裁判　１０；００～　８０８号法廷
今回被告からだされた証拠書面により新たなるアークエンジェルズの口座が発覚したが、統括母に振り込んだ1000万円とともに、被告は「被告準備書面５と１１を読め。」と主張し回答しなかった。
原告から提出された、ＴＫＣへの文書提出命令と、広島獣医師会への調査嘱託は採用。

	2009/02/11
	【ＡＡの動き】

	太宰府レスキュー】 太宰府のブリーダーからAAが29頭の犬を持ち出すが、九州地元からの告発で、いい加減なレスキュー報告が明らかになる。 人のケージや犬を無断持ち出ししたばかりか ブリーダー宛に経費を請求していたことが発覚する。

	2009/03/04
	【高島関連】
	【ＡＡ違法取水】勝手に犬舎西側の用水路を塞き止め、用水をくみ上げていることが発覚。くみあげた水は、犬舎の清掃に使われていると思われ、 清掃後の汚水は下水道に流れていると思われる。

	2009/03/04
	【ＡＡの動き】
	Ｆｃ２のブログがいきなり凍結されたり多くのブログが削除祭りにあげられたりする。原告の会にも届く。

	2009/03/16
	【ＡＡの動き】
	林・佐上両氏が高島市民を名誉毀損で刑事告訴

	2009/03/27
	【支援金返還請求裁判】
	第１５回裁判　１０：００～　808号法廷
２つの調査嘱託回答書が届く（TKCよりＡＡの会計の貸借対照表と個人への書面尋問）。
原告よりの新たな調査嘱託申立書は、裁判長は必要性がないと却下。
被告準備書面１２に対して、原告側は「この内容は裁判の方向がちがうものであり、一原告の個人的な内容を、この裁判に持ち込んだものであり、本件については『認否』しない。裁判資料は誰にでも閲覧公開できるものであり、問題は全くない。裁判進行上、遅延行為であり無関係なこと。」と主張。裁判長は認める。
次回は証人申請をすることを了承。
「動物虐待監視委員会」=AA=林俊彦を詐欺・詐欺未遂で告発。

	2009/04/05
	【高島関連】
	清明の日、酒波地区に於いて反対集会とデモ行進

	2009/04/11
	【ＡＡの動き】
	ＡＡがだした侵害情報請求は却下。

	2009/04/23
	【名称差し止め裁判】
	判決言い渡し
【主　文】
１．被告は、その製造、販売するブルゾン・Ｔシャツ・キャップ・カレンダーに、別紙被告表示目録記載の表示を付してはならない。
２．被告は、別紙被告目録記載の表示をしたブルゾン・Ｔシャツ・キャップ・カレンダーを製造し、販売し、または販売のために展示してはならない。
３．被告は、第１・第２のほか、動物を扱う事業および、これに付帯する事業において、別紙被告目録記載の表示をしてはならない。
４．被告は、別紙被告目録記載の表示をした、ブルゾン・Ｔシャツ・キャップ・カレンダーを廃棄せよ。
５．被告は、看板、事務所テント、名刺、パンフレットから、別紙被告表示目録記載の表示を抹消せよ。
６．被告は「ark-angels.jp」のドメイン名を使用してはならない。
７．被告は、インターネット上のアドレス「ttp:// ark-エangels.jp」において開設するウエブサイトから、別紙被告表示目録記載の表示を抹消せよ。
８．被告は、原告に対し、１１０万円およびこれに対する平成１９年１月１日から支払い済みまで年５％割合による金員を支払え。
９．原告のその余の請求を棄却する。
１０．訴訟費用は、これを２分し、その１を被告の負担とし、その余を原告の負担とする。
１１．この判決は、第１ないし第３項、第６、第８に限り、仮に執行することができる。

	2009/04/24
	【支援金返還請求裁判】
	第１６回裁判　１０：１５～　808号法廷
原告は証拠申出(証人尋問8名分）を行うが、被告は異例の証拠申出を一人も行わないと回答。
原告の申出書は、被告林俊彦を含めて追加・削除など再検討して１週間以内に再提出。
次回、１７回裁判で、どの証人が採用されるか、裁判所より回答するとのこと。
裁判は、今まで最短４分で終了。

	2009/04/25
	【高島関連】
	訴えられた高島市民逆に名誉毀損で林氏を告訴

	2009/04/27
	【豊中所有権裁判】
	証人尋問。統括・被告・第３者３名の尋問。広島から犬の移動に関わる事実について陳述書に基づき証人尋問を行う。第３者は犬を運んだ当事者。ＡＡより３万円の経費並びに２万円の日当等について陳述（当初はボランティアだからと経費の支払いをＡＡは拒否・日当２万円は被告が支払う）
原告側はムーブでの被告のインタビューを証拠として提出。そのほか鑑札・注射票等に関わる陳述。

	2009/05/26
	【名称差し止め裁判】
	ＡＡ高等裁判所に控訴

	2009/05/31
	【名称差し止め裁判】
	ＡＲＫ２口座から1,231,246円を５０万円と、残額に分配して２金融機関にその分の差し押さえ。

	2009/06/03
	【豊中所有権裁判】
	原告口頭弁論

	2009/06/09
	【名称差し止め裁判】
	ＡＡドメイン停止をもとめ、裁判所の決定にしたがい仮執行。一日につき５万円の罰金。

	2009/06/12
	【支援金返還請求裁判】
	第１７回裁判　１０：００～　808号法廷
裁判官は、原告が求めた10人の証人のうち、5名を採用。5名も採用したのはかなり原告の主張を取り入れた結果となった。
5名の内訳は、2名原告鎌田他1名・１名元ＡＡ関係者・1名第3者・被告林俊彦　計5名
被告代理人は、被告側の証人申請をすることにより、被告側の主張をする。

	2009/06/22
	【豊中所有権裁判】
	被告口頭弁論

	2009/08/28
	【支援金返還請求裁判】
	第１８回裁判　原告側３名の証人尋問

	2009/09/04
	【支援金返還請求裁判】
	第１９回裁判　原告側１名・被告側１名の証人尋問
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